
市町村名 倶知安町 学校名 倶知安町立北陽小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(１)募集人数

(２)その他

１名

【1年目】
○倶知安プランに基づく授業改善の重点を全教職員で共有し、校内研修や
授業公開、研究協議を通して、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善を推進する。
○日常的な授業参観や学級経営に関する具体的な助言・支援を行うこと
で、若手教員の指導力向上を図る。
○校務分掌や学校運営への参画を通して、ミドルリーダーが企画・調整・運
営を担う機会を意図的に設定し、組織マネジメント力の育成を図る。

【2年目】
○授業改善の成果と課題を検証し、優れた実践を校内で共有するととも
に、町内小・中学校との連携を通して実践の充実・定着を図る。
○ミドルリーダーが校内研修や若手育成を主体的に企画・運営する体制を
構築し、学校全体で人材育成を推進する。
○校務の見直しや業務の効率化を継続的に進めるとともに、教職員同士が
支え合う組織文化を醸成し、教育の質の向上と働きやすい職場づくりを実
現する。

２　応募資格（職種等）

教諭

○上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれかに
該当する者
・校長のリーダーシップのもと、分掌業務や校内研修の中核となり、教職員
と協働しながら学校改善を推進する意欲のある者。
・授業力、学級・学年経営に関する実践力を生かし、若手教員への指導・助
言や校内での人材育成に積極的に取り組む意欲のある者。

３　その他必要な事項

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

組織的な人材育成の推進

〈現状〉
○倶知安プランを基盤として、町内小・中学校5校が連携し、義務教育9年
間を見通した教育活動や授業改善に取り組んでいる。
○本校では、教職経験10年以下の教員が半数以上を占めており、若手教
員の授業力や学級経営力を図るとともに、それらを支えるミドルリーダーの
育成が課題となっている。
〈目指す姿〉
○倶知安プランに基づく授業改善を全校体制で推進し、児童一人一人が主
体的に学び、確かな学力を身に付けられる教育の実現を目指す。
○ミドルリーダーが学校運営の中核として若手教員を支援し、協働的な組
織づくりを推進することで、教育の質の向上と教職員の働きやすい職場環
境の実現を目指す。

２年



市町村名 倶知安町 学校名 倶知安町立東小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

１名

〇１年目
・倶知安プランを踏まえた授業改善を推進し、校内研修の中心となって実
践交流や授業研究を進める。
・若手教員・初任段階教員への授業参観、指導助言及び学級経営支援を
充実させる。
・特別な支援を必要とする児童への指導方法について研修を実施し、校内
支援体制の充実を図る。
・校務の効率化や教材共有等を進めるため、教育DXを推進する。

〇２年目
・授業改善の成果を全校に広げ、主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業実践を充実させる。
・若手教員の授業力・学級経営力向上に向けたメンター的役割を担い、人
材育成を推進する。
・教育DXの活用を定着させ、業務時間削減と教育活動の充実を図る。
・教職員の協働体制を強化し、学校力向上とウェルビーイングな学校づくり
を推進する。

２　応募資格（職種等）

教諭

〇上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれかに
該当する者
・校長のリーダーシップのもと、教職員と協働しながら授業改善を推進でき
る者
・若手教員の育成や学級経営に関する指導・助言ができる者
・ICTや教育DXの活用に知見を有し、業務改善や授業改善を推進できる者
・和を重んじ、明朗快活で、組織の中で協働的に職務を遂行できる者

３　その他必要な事項

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

倶知安プランを核とした授業力向上・若手育成プロジェクト

＜現状＞
○ 本町では、倶知安プランを基盤として、町内5校の連携による研修や小
中9年間の学びのつながりを意識した授業改善を進めている。
○ 授業展開の統一や「5つ星」の定着による学習規律の向上に取り組んで
いるが、教員の経験年数の二極化が進み、若手教員の授業力・学級経営
力の向上が課題となっている。
○ また、特別な支援を必要とする児童が増加する中、多様な教育的ニー
ズに対応できる指導力の向上が求められている。
○ さらに、教育活動の充実と教職員の働き方改革を両立するため、教育
DXの推進が必要である。

＜目指す姿＞
○ 倶知安プランに基づく授業改善を推進し、児童が主体的に学びに向か
い、確かな学力を身に付ける授業を全校で展開する。
○ 若手教員の授業力・学級経営力の向上を図り、互いに学び合う組織的
な校内研修体制を構築する。
○ 教育DXの推進により、教育の質の向上と教職員の業務改善を実現す
る。
○ 児童・保護者・教職員が安心感や充実感を持ち、ウェルビーイングを実
感できる学校づくりを推進する。

2年



市町村名 小樽市 学校名 小樽市立銭函小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

○　上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれか
に該当する者。
・　明るく元気で、児童と信頼関係を築き、生徒指導提要における「生徒指
導の実践上の４つの視点」を踏まえた実践力を備えた者。
・　心身ともに強靭で、児童理解を基盤とした学級経営及び学習指導など
実践力を備えた者。

１名

○　できれば中学校での経験があり、中学校における生徒指導のノウハウ
を本校で生かせる者を希望する。

１　取組内容

３　その他必要な事項

２　応募資格（職種等）

３年

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

発達支持的生徒指導を通した児童への支援体制の充実

＜現状＞
○　一部の学級において、授業妨害や教室からの抜け出しなど、生徒指導
上、課題のある児童が多く、日常的に児童への指導や保護者対応などに
追われている。

＜目指す姿＞
○　本校の教育目標「えがお・やさしさ・やる気 あふれる 銭小の子」の具現
化を目指し、安全・安心な学校づくりのため、児童理解を基盤とした発達支
持的生徒指導の充実を図る。

○　１年目
・　生徒指導部の中核となり、いじめや不登校、問題行動等の対応を行うと
ともに、端末を活用し、管理職や各担当、全教職員間の情報共有の仕組づ
くりを行う。
・　校内の登校支援室「銭っ子ルーム」の担当者として、教室に入れない児
童の対応を行う。
・　校内のオンライン相談「きかせて」の担当者として、児童の声をきめ細か
く把握し、速やかに対応する。

○　２年目
・　生徒指導の機能を生かした授業改善に向けた授業実践交流を行う。

○　３年目
・　市内小中学校を対象とした授業公開など取組の成果を普及する。

教諭



市町村名 余市町 学校名 余市町立西中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

○ 中学校教諭「英語」の免許状所有者を希望する。
○ 本校は全校生徒68名の小規模校であり、教頭以外に管理職に準ずる
職を置いていないことから、上記の教務主任としての役割及び小中連携
（沢町小学校）に係る連絡調整を担える人材を特に希望する。

３　その他必要な事項

○ 上記「具体的な取組方策」の意義・内容を理解し、主体的に取り組む意
欲のある者で、次のいずれかに該当する者
　・いじめの未然防止と自己肯定感の育成を意識した英語指導ができる者
　・学級担任として、学級経営と生徒指導を一体的に推進できる者
　・生徒指導委員会等を通じ、いじめ防止対策及び生徒指導体制を組織的
に推進できる者
　・教務主任として教育課程の編成・行事の調整を担い、ミドルリーダーと
して組織的な学校運営を推進できる者
○ 生徒への愛情と教育への情熱をもち、粘り強く指導できる者

○ １年目【体制の構築】
　・生徒指導委員会（学校いじめ・不登校対策委員会）への英語科・教科担
任からの情報提供の仕組みづくり
　・「認め合い・聴き合い」を重視した英語授業づくりの充実（生徒指導の機
能を生かした授業づくり＝自己存在感・自己決定・共感的関係）
　・毎週の生徒指導交流を活用した情報共有の充実
　・ＡＬＴとのティーム・ティーチングや小中連携（沢町小学校）による交流機
会の充実

○ ２年目【実践の深化】
　・いじめの未然防止と英語教育の一体的な取組の改善・深化
  ・毎週の生徒指導交流を活用した改善・深化
　・校内教育支援委員会と連携した個別支援の導入

○ ３年目【成果の総括と普及】
　・授業改善及び取組全体の総括（授業公開・実践報告等）
　・次年度以降への引継ぎと体制の整備

２　応募資格（職種等）

教諭

英語教育を核としたいじめの未然防止と、生徒の自己肯定感・コミュニケー
ション力の育成

１名

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

３年

〈現状〉
○ 全校生徒68名の小規模校であり、「友だち関係に満足」95％と人間関
係は良好である一方、生徒間の関係が固定化しやすく、多様な他者と関
わる機会が限られている
○ 「自分に良い所がある」64％、「将来の夢や目標を持っている」62％にと
どまり、自己肯定感の向上と目標形成が課題。生徒自身も「コミュニケー
ション力」「協働性」を身に付けたい力として挙げている
○ 英語科の「話すこと・聞くこと」の活動は令和７年度の取組で一定の充
実を見たが、生徒が「伝わった」「認められた」と実感するまでには至ってい
ない
○ いじめの防止等の対策については、生徒指導委員会（学校いじめ・不
登校対策委員会）を設置し、毎週の生徒指導交流により情報共有を図って
いるが、教科担任が授業場面で把握した生徒理解を同委員会に還元し、
早期発見・早期対応に生かす仕組みは十分でない

〈目指す姿〉
○ 英語の授業・活動を通じて「伝わる」「認められる」体験を重ね、自己肯
定感の向上といじめの未然防止を一体的に推進する
○ 生徒指導委員会を核として、学級担任・生徒指導部・教科担任（英語
科）が授業場面の情報を共有する体制へと発展させ、いじめの早期発見・
早期対応の実効性を高める
○ 目指す生徒像「自分の考えを適切に表現できる生徒」「自他の良さを認
め、協力し合う生徒」の育成を通じ、重点目標「なりたい自分をイメージし、
ともに高め合う生徒の育成」を具現化し、英語を通じた協働的なコミュニ
ケーションがいじめ防止の素地となる学校文化を形成する



市町村名 余市町 学校名 余市町立旭中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

子どもの安全確保と、安心できる学校環境づくり

＜現状＞
〇校内的な生徒指導委員会は機能しているものの、不登校をはじめとした
生徒指導対応については、当該生徒の担任が抱えてしまいがちな状況で
ある。
＜目指す姿＞
〇校長のリーダーシップのもと、不登校対策をはじめとする生徒指導が全
教職員によって組織的に行われ、子どもたちが主体的に学校生活に取り
組むことができるようにする。

組織的な生徒指導体制の構築とその運用

〇１年目
・既存の生徒指導委員会（不登校対策委員会・いじめ対策委員会）を定期
的に開催し、情報共有をこれまで以上に密に行う。
・学校の「目指す生徒像」（重点目標）の実現に向けて、生徒指導提要をは
じめ各通知等に基づいて全教職員による共通理解を深める。

〇2年目（１年目の方策に加え）
・不登校やいじめも含めた予防的生徒指導、さらには発達支持的生徒指導
を充実させる。
・特別支援教育の視点を重視した校内支援体制を整え、全教職員が同じ
目線で支援できるようにする。

養護教諭

１名

特になし

１　取組内容

３　その他必要な事項

２　応募資格（職種等）

２年

〇上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれかに
該当する者
・校長のリーダーシップのもと、生徒指導主事等の教職員と連携し、チーム
として生徒指導に当たることのできる者
・生徒指導（特に不登校対策）に関する研修を深め、実際の指導に生かそ
うとする者



市町村名 神恵内村 学校名 神恵内村立神恵内中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

地域と歩む持続可能な教育の実現

 神恵内村は人口減少および近年の出生率の状況から、新たな学校のあり
方に向け、学校間が連携して地域とともに取組を進める必要がある。小中
連携については、推進計画に沿った取り組みが本格化しているものの、中
核となってこれらを牽引する人材の育成・確保が急務となっている。子ども
たちがふるさと神恵内と自身の良さに誇りを持ち、学びの自信を高められる
よう、9年間を見通した連続性のある教育課程の編成、小中合同研修会、
授業交流、乗り入れ授業等のさらなる加速と積極的な推進が求められてい
る。
＜目指す姿＞
   ふるさとに深い愛着と誇りを持つ子どもの育成に向け、小中9年間を一貫
した連続性のある教育課程を確立。地域と緊密に連携・協働した教育活動
を組織的に推進し、地域社会全体で子どもを育てる持続可能な教育体制を
構築。

 〇 1年目（令和9年度）
  ・小中連携した「総合的な学習の時間」における新教育課程の本格運用と
検証
  ・乗り入れ授業や合同行事等の小中連携施策の継続・定着
  ・全国学力・学習状況調査および新体力テスト等の村内課題分析に基づ
く、小中統一した指導法の改善・実践
  ・近隣町村（泊村等）との広域的な教育連携の方向性に関する具体的な
検討・計画立案
〇 2年目（令和10年度）
  ・1年目の検証改善サイクル（PDCA）による課題の明確化と指導内容の見
直し
  ・総合的な学習の時間を核とした、小中一貫での「単元配列表」の作成と
ブラッシュアップ
  ・乗り入れ授業等の校種間連携のさらなる強化、および地域連携プログラ
ムの拡充
 〇 3年目（令和11年度）
   ・これまでの検証改善サイクルに基づく取組の総仕上げと持続可能な体
制への移行
   ・1〜2年目の具体的な取組方策の継続・発展
   ・地域住民や関係機関に向けた授業公開・成果発表会の実施による、地
域一体型教育の成果共有

教諭

１名

本校の来年度以降の教員配置（定数5名）という限られた小規模体制にお
いて、上記の「地域連携」および「小中一貫教育」をスピード感を持って前進
させるには、1人2役以上の役割を担える核となる人材が不可欠である。特
に、複数教科の指導に対応できる柔軟性と、校種間を繋ぐコーディネーター
としての熱意を持った教員が配置されることが、本計画の全村的な教育価
値を高めるための必須条件となる。

１　取組内容

３　その他必要な事項

２　応募資格（職種等）

３年計画

 「総合的な学習の時間」を軸に、地域の課題解決に挑む子どもを育て、郷
土を愛する心を醸成することに強い情熱と意欲を持って取り組める教員。
  ・地域とのつながりや小中の校種間連携を大切にし、神恵内村の豊かな
教育資源（自然・文化・人）を活かした教育活動を、計画的かつ組織的に推
進できる教員。
  ・地域連携・小中一貫教育の視点から学力向上の取組を推進でき、専門
外の教科指導にも柔軟かつ意欲的に挑戦できる教員。
  ・児童生徒の9年間の発達段階を深く理解し、自らの指導力と授業力を絶
えず高めようとする向上心のある教員。



市町村名 小樽市 学校名 小樽市立朝里中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

○　上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれか
に該当する者
・ICTを効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びの実践を校内へ
広げることができる人物
・教務部等での実務経験を有し、新学習指導要領を見据えた教育課程の
改善や学校運営を組織的に推進できる人物
・教職員との協働を大切にし、校内研修や授業研究をリードしながら、学び
続ける教職員集団の形成に貢献できる人物

１名

１　取組内容

３　その他必要な事項

２　応募資格（職種等）

３年

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

学習指導の充実を核とした授業改善及びICTを活用した主体的・対話的で
深い学びの推進

＜現状＞
○　本校では、「考え、思いやり、やりきる生徒の育成」を目指し、コミュニ
ティ・スクールを基盤とした教育活動を推進している。
○　ICTを活用した授業改善は進んでいるものの、個別最適な学びと協働
的な学びの実践には教科間で差が見られる。
○　令和13年度全面実施予定の新学習指導要領を見据えた教育課程の
改善が課題である。

＜目指す姿＞
○　学習指導の充実を核として、「好き」を育み、「得意」を伸ばす授業改善
を推進する。
○　ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びを充実させ、主体的・対
話的で深い学びの実践。
○　新学習指導要領を見据えた教育課程の改善を組織的に推進し、学校
全体の授業力向上につなげる。

○　１年目
・探究的な学習及びICTを活用した個別最適な学び・協働的な学びについ
て校内研修を実施する。
・令和13年度全面実施予定の新学習指導要領を見据えた教育課程改善の
方向性について共通理解を図る。
○　２年目
・1年目の成果を見据えた授業公開及び授業研究を計画的に実施し、全教
科へ授業改善を広げる。
・ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの実践交流を行う。
・研究組織及び体制改善を進め、学校全体で授業改善を推進する体制を
充実させる。
○　３年目
・授業改善及び教育課程改善の成果を検証し、学校全体の授業改善サイ
クルを確立する。
・ICT活用の実践成果を公開授業や研究会等を通して市内・管内へ発信す
る。
・新学習指導要領の全面実施に向けた教育課程及び校内推進体制を完成
させる。

教諭


